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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
いる移動局が、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測
位結果を前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバが、移動局
の位置情報を取得する位置情報取得方法であって、
　第１無線基地局が、該第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている前記移
動局に対して、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを行うように指示す
るハンドオーバ指示を送信する工程と、
　前記移動局が、前記ハンドオーバ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対す
るハンドオーバを行う工程と、
　前記移動局が、前記ハンドオーバ指示から、少なくとも１つの移動通信システムにおい
て前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と、
　前記移動局が、前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記第２セルを一意に識別
可能なグローバルセルＩＤを通知する工程とを有することを特徴とする位置情報取得方法
。
【請求項２】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
いる移動局が、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測
位結果を前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバが、移動局
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の位置情報を取得する位置情報取得方法であって、
　第１無線基地局が、該第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている前記移
動局に対して、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを行うように指示す
るハンドオーバ指示を送信する工程と、
　前記移動局が、前記ハンドオーバ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対す
るハンドオーバを行う工程と、
　前記移動局が、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバが完了した旨を通
知するハンドオーバ完了報告を、前記第２無線基地局に送信する工程と、
　前記第２無線基地局が、前記ハンドオーバ完了報告を受信した後に、前記移動局に対し
て、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第２セルを一意に識別可能なグロー
バルセルＩＤを通知する工程と、
　前記移動局が、通知された前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前
記位置情報管理サーバに対して通知する工程とを有することを特徴とする位置情報取得方
法。
【請求項３】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
いる移動局が、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測
位結果を前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバが、移動局
の位置情報を取得する位置情報取得方法であって、
　第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている前記移動局が、該第１セルに
おけるパイロット信号の受信品質及び第２無線基地局配下の第２セルにおけるパイロット
信号の受信品質を測定する工程と、
　前記移動局が、前記第１セルにおけるパイロット信号の受信品質よりも前記第２無線基
地局配下の第２セルにおけるパイロット信号の受信品質が高い場合に、前記第２セルにお
ける報知情報を受信する工程と、
　前記移動局が、前記報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第
２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と、
　前記移動局が、前記第１無線基地局に対して、前記第１セル及び前記第２セルにおける
パイロット信号の受信品質の測定結果を報告する工程と、
　前記第１無線基地局が、前記移動局に対して、前記第２セルに対するハンドオーバを行
うように指示するハンドオーバ指示を送信する工程と、
　前記移動局が、前記ハンドオーバ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対す
るハンドオーバを行う工程と、
　前記移動局が、前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前記位置情報
管理サーバに対して通知する工程とを有することを特徴とする位置情報取得方法。
【請求項４】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
いる移動局が、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測
位結果を前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバが、移動局
の位置情報を取得する位置情報取得方法であって、
　第１無線基地局が、該第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている前記移
動局に対して、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを行うように指示す
るハンドオーバ指示を送信する工程と、
　前記移動局が、前記ハンドオーバ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対す
るハンドオーバを行う工程と、
　前記移動局が、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバが完了した旨を通
知するハンドオーバ完了報告を、前記第２無線基地局に送信する工程と、
　前記移動局が、前記ハンドオーバ完了報告を送信した後、前記第２セルにおける報知情
報を受信する工程と、
　前記移動局が、前記報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第
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２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と、
　前記移動局が、取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前記
位置情報管理サーバに対して通知する工程とを有することを特徴とする位置情報取得方法
。
【請求項５】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
いる移動局が、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測
位結果を前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバが、移動局
の位置情報を取得する位置情報取得方法であって、
　前記位置情報管理サーバが、前記移動局の測位を開始する際に、該移動局に対して、該
移動局の位置情報を通知するように指示する工程と、
　前記移動局が、前記位置情報管理サーバからの指示に応じて、前記無線基地局から、少
なくとも１つの移動通信システムにおいて前記セルを一意に識別可能なグローバルセルＩ
Ｄを取得する工程と、
　前記移動局が、前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記セルを一意に識別可能
なグローバルセルＩＤを通知する工程とを有することを特徴とする位置情報取得方法。
【請求項６】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
おり、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測位結果を
前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバに対して位置情報を
通知するように構成されている移動局であって、
　第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合で、かつ、第１無線基地
局から、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを行うように指示するハン
ドオーバ指示を受信した場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、該第１セルから該第２セ
ルに対するハンドオーバを行うように構成されているハンドオーバ処理部と、
　前記ハンドオーバ指示から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第２セル
を一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグローバルセル
ＩＤ取得部と、
　前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバ
ルセルＩＤを通知するように構成されているグローバルセルＩＤ通知部とを具備すること
を特徴とする移動局。
【請求項７】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
おり、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測位結果を
前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバに対して位置情報を
通知するように構成されている移動局であって、
　第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合で、かつ、第１無線基地
局から、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを行うように指示するハン
ドオーバ指示を受信した場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、該第１セルから該第２セ
ルに対するハンドオーバを行い、該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバが完了
した旨を通知するハンドオーバ完了報告を、該第２無線基地局に送信するように構成され
ているハンドオーバ処理部と、
　前記ハンドオーバ完了報告を受信した前記第２無線基地局によって通知された少なくと
も１つの移動通信システムにおいて前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤ
を取得するように構成されているグローバルセルＩＤ取得部と、
　取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前記位置情報管理サ
ーバに対して通知するように構成されているグローバルセルＩＤ通知部とを具備すること
を特徴とする移動局。
【請求項８】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
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おり、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測位結果を
前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバに対して位置情報を
通知するように構成されている移動局であって、
　第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合に、該第１セルにおける
パイロット信号の受信品質及び第２無線基地局配下の第２セルにおけるパイロット信号の
受信品質を測定し、該第１無線基地局に対して、該第１セル及び該第２セルにおけるパイ
ロット信号の受信品質の測定結果を報告し、該第１無線基地局から、該第２セルに対する
ハンドオーバを行うように指示するハンドオーバ指示を受信した場合に、該ハンドオーバ
指示に応じて、該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバを行うように構成されて
いるハンドオーバ処理部と、
　前記第１セルにおけるパイロット信号の受信品質よりも前記第２無線基地局配下の第２
セルにおけるパイロット信号の受信品質が高い場合に、前記第２セルにおける報知情報を
受信し、該報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第２セルを一
意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグローバルセルＩＤ
取得部と、
　前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前記位置情報管理サーバに対
して通知するように構成されているグローバルセルＩＤ通知部とを具備することを特徴と
する移動局。
【請求項９】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
おり、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測位結果を
前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバに対して位置情報を
通知するように構成されている移動局であって、
　第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合に、該第１無線基地局か
ら、該第２セルに対するハンドオーバを行うように指示するハンドオーバ指示を受信した
場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバ
を行い、該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバが完了した旨を通知するハンド
オーバ完了報告を該第２無線基地局に送信するように構成されているハンドオーバ処理部
と、
　前記ハンドオーバ完了報告を送信した後、前記第２セルにおける報知情報を受信し、該
報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第２セルを一意に識別可
能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグローバルセルＩＤ取得部と、
　取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前記位置情報管理サ
ーバに対して通知するように構成されているグローバルセルＩＤ通知部とを具備すること
を特徴とする移動局。
【請求項１０】
　Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＧＰＳ）測位機能を具備して
おり、位置情報管理サーバとの間で確立されたＵプレーンを介して前記ＧＰＳ測位結果を
前記位置情報管理サーバに報告することにより、位置情報管理サーバに対して位置情報を
通知するように構成されている移動局であって、
　前記位置情報管理サーバが、前記移動局の測位を開始する際に、該移動局に対して、該
移動局の位置情報を通知するように指示した場合に、該位置情報管理サーバからの指示に
応じて、該無線基地局から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて該セルを一意に
識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグローバルセルＩＤ取得
部と、
　前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記セルを一意に識別可能なグローバルセ
ルＩＤを通知するように構成されているグローバルセルＩＤ通知部とを具備することを特
徴とする移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、位置情報管理サーバが特定の通信を行っている移動局の位置情報を取得する
位置情報取得方法及び移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰにおけるワーキンググループ「ＳＡ２」では、移動局ＵＥの位置情報管理サー
ビスの一種である「Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」のための測位方法
が議論されている。
【０００３】
　かかる測位方法として、図１０及び図１１に示すように、例えば、移動局ＵＥとＧＭＬ
Ｃ（Ｇａｔｅｗａｙ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ）サーバとの間で
確立されたＣプレーンを介して行われる「Ｃ-ｐｌａｎｅ　ｂａｓｅｄ測位」、及び、移
動局ＵＥとＳＵＰＬ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ）サーバ
との間で確立されたＵプレーンを介して行われる「Ｕ-ｐｌａｎｅ　ｂａｓｅｄ測位」等
が検討されている。
【０００４】
　また、上述のようなＳＵＰＬサーバが用いられる「Ｕ-ｐｌａｎｅ　ｂａｓｅｄ測位」
の具体的な仕様は、ＯＭＡ（Ｏｐｅｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ａｌｌｉａｎｃｅ）によって策定
されている。
【０００５】
　かかる「Ｕ-ｐｌａｎｅ　ｂａｓｅｄ測位」では、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔ
ｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）測位機能を具備している移動局ＵＥは、ＳＵＰＬサーバと
の間で確立されたＵプレーンを介してＧＰＳ測位結果を当該ＳＵＰＬサーバに報告し、当
該ＳＵＰＬサーバが、当該移動局ＵＥの位置情報を算出するように構成されている。
【０００６】
　ここで、「Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」の例として、緊急呼（Ｅ
ｍｅｒｇｅｎｃｙ　Ｃａｌｌ）サービスや、警察等による通信傍受（Ｌａｗｆｕｌ　Ｉｎ
ｔｅｒｃｅｐｔｉｏｎ）サービス等が想定される。
【０００７】
　なお、かかるサービスでは、移動局ＵＥは、移動局ＵＥの位置情報自身を報告できない
場合には、最低限、移動局ＵＥが接続されている無線基地局ｅＮＢのグローバルセルＩＤ
（Ｇｒｏｂａｌ　Ｃｅｌｌ　ＩＤ）を報告することが必要となる。
【０００８】
　しかしながら、ＳＵＰＬサーバが用いられる「Ｕ-ｐｌａｎｅ　ｂａｓｅｄ測位」では
、当該ＳＵＰＬサーバが、移動局ＵＥが現在接続されている無線基地局ｅＮＢ配下のセル
のグローバルセルＩＤを取得することができないという問題点があった。
【０００９】
　すなわち、ＳＵＰＬサーバが用いられる「Ｕ-ｐｌａｎｅ　ｂａｓｅｄ測位」では、移
動局ＵＥは、「待ち受け」や「Ｉｄｌｅ　ｔｏ　Ａｃｔｉｖｅ」を行ったセルＩＤ（スク
ランブリングコード）しか分からないため、ＳＵＰＬ測位が開始された時に、移動局ＵＥ
は、「待ち受け」や「Ｉｄｌｅ　ｔｏ　Ａｃｔｉｖｅ」を行ったセルから移動すると、現
在接続されている無線基地局ｅＮＢ配下のセルのグローバルセルＩＤを、当該ＳＵＰＬサ
ーバに対して報告することができないという問題点があった。
【発明の開示】
【００１０】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、移動局ＵＥの位置情報と
して、当該移動局ＵＥが現在接続されている無線基地局ｅＮＢ配下のセルのグローバルセ
ルＩＤを取得することができる位置情報取得方法及び移動局を提供することを目的とする
。
【００１１】
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　本発明の第１の特徴は、位置情報管理サーバが、移動局の位置情報を取得する位置情報
取得方法であって、第１無線基地局が、該第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を
行っている前記移動局に対して、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを
行うように指示するハンドオーバ指示を送信する工程と、前記移動局が、前記ハンドオー
バ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバを行う工程と、前
記移動局が、前記ハンドオーバ指示から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前
記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と、前記移動局が、前
記位置情報管理サーバに対して、取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセ
ルＩＤを通知する工程とを有することを要旨とする。
【００１２】
　本発明の第２の特徴は、位置情報管理サーバが、移動局の位置情報を取得する位置情報
取得方法であって、第１無線基地局が、該第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を
行っている前記移動局に対して、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを
行うように指示するハンドオーバ指示を送信する工程と、前記移動局が、前記ハンドオー
バ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバを行う工程と、前
記移動局が、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバが完了した旨を通知す
るハンドオーバ完了報告を、前記第２無線基地局に送信する工程と、前記第２無線基地局
が、前記ハンドオーバ完了報告を受信した後に、前記移動局に対して、少なくとも１つの
移動通信システムにおいて前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを通知す
る工程と、前記移動局が、通知された前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩ
Ｄを、前記位置情報管理サーバに対して通知する工程とを有することを要旨とする。
【００１３】
　本発明の第３の特徴は、位置情報管理サーバが、移動局の位置情報を取得する位置情報
取得方法であって、第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている前記移動局
が、該第１セルにおけるパイロット信号の受信品質及び第２無線基地局配下の第２セルに
おけるパイロット信号の受信品質を測定する工程と、前記移動局が、前記第１セルにおけ
るパイロット信号の受信品質よりも前記第２無線基地局配下の第２セルにおけるパイロッ
ト信号の受信品質が高い場合に、前記第２セルにおける報知情報を受信する工程と、前記
移動局が、前記報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第２セル
を一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と、前記移動局が、前記第１無線
基地局に対して、前記第１セル及び前記第２セルにおけるパイロット信号の受信品質の測
定結果を報告する工程と、前記第１無線基地局が、前記移動局に対して、前記第２セルに
対するハンドオーバを行うように指示するハンドオーバ指示を送信する工程と、前記移動
局が、前記ハンドオーバ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオ
ーバを行う工程と、前記移動局が、前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤ
を、前記位置情報管理サーバに対して通知する工程とを有することを要旨とする。
【００１４】
　本発明の第４の特徴は、位置情報管理サーバが、移動局の位置情報を取得する位置情報
取得方法であって、第１無線基地局が、該第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を
行っている前記移動局に対して、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを
行うように指示するハンドオーバ指示を送信する工程と、前記移動局が、前記ハンドオー
バ指示に応じて、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバを行う工程と、前
記移動局が、前記第１セルから前記第２セルに対するハンドオーバが完了した旨を通知す
るハンドオーバ完了報告を、前記第２無線基地局に送信する工程と、前記移動局が、前記
ハンドオーバ完了報告を送信した後、前記第２セルにおける報知情報を受信する工程と、
前記移動局が、前記報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前記第２
セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と、前記移動局が、取得した
前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを、前記位置情報管理サーバに対し
て通知する工程とを有することを要旨とする。
【００１５】
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　本発明の第５の特徴は、位置情報管理サーバが、移動局の位置情報を取得する位置情報
取得方法であって、前記位置情報管理サーバが、前記移動局の測位を開始する際に、該移
動局に対して、該移動局の位置情報を通知するように指示する工程と、前記移動局が、前
記位置情報管理サーバからの指示に応じて、前記無線基地局から、少なくとも１つの移動
通信システムにおいて前記セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得する工程と
、前記移動局が、前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記セルを一意に識別可能
なグローバルセルＩＤを通知する工程とを有することを要旨とする。
【００１６】
　本発明の第６の特徴は、位置情報管理サーバに対して位置情報を通知するように構成さ
れている移動局であって、第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合
で、かつ、第１無線基地局から、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを
行うように指示するハンドオーバ指示を受信した場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、
該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバを行うように構成されているハンドオー
バ処理部と、前記ハンドオーバ指示から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前
記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグロ
ーバルセルＩＤ取得部と、前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記第２セルを一
意に識別可能なグローバルセルＩＤを通知するように構成されているグローバルセルＩＤ
通知部とを具備することを要旨とする。
【００１７】
　本発明の第７の特徴は、位置情報管理サーバに対して位置情報を通知するように構成さ
れている移動局であって、第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合
で、かつ、第１無線基地局から、第２無線基地局配下の第２セルに対するハンドオーバを
行うように指示するハンドオーバ指示を受信した場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、
該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバを行い、該第１セルから該第２セルに対
するハンドオーバが完了した旨を通知するハンドオーバ完了報告を、該第２無線基地局に
送信するように構成されているハンドオーバ処理部と、前記ハンドオーバ完了報告を受信
した前記第２無線基地局によって通知された少なくとも１つの移動通信システムにおいて
前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグ
ローバルセルＩＤ取得部と、取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩ
Ｄを、前記位置情報管理サーバに対して通知するように構成されているグローバルセルＩ
Ｄ通知部とを具備することを要旨とする。
【００１８】
　本発明の第８の特徴は、位置情報管理サーバに対して位置情報を通知するように構成さ
れている移動局であって、第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合
に、該第１セルにおけるパイロット信号の受信品質及び第２無線基地局配下の第２セルに
おけるパイロット信号の受信品質を測定し、該第１無線基地局に対して、該第１セル及び
該第２セルにおけるパイロット信号の受信品質の測定結果を報告し、該第１無線基地局か
ら、該第２セルに対するハンドオーバを行うように指示するハンドオーバ指示を受信した
場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバ
を行うように構成されているハンドオーバ処理部と、前記第１セルにおけるパイロット信
号の受信品質よりも前記第２無線基地局配下の第２セルにおけるパイロット信号の受信品
質が高い場合に、前記第２セルにおける報知情報を受信し、該報知情報から、少なくとも
１つの移動通信システムにおいて前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを
取得するように構成されているグローバルセルＩＤ取得部と、前記第２セルを一意に識別
可能なグローバルセルＩＤを、前記位置情報管理サーバに対して通知するように構成され
ているグローバルセルＩＤ通知部とを具備することを要旨とする。
【００１９】
　本発明の第９の特徴は、位置情報管理サーバに対して位置情報を通知するように構成さ
れている移動局であって、第１無線基地局配下の第１セルを介して通信を行っている場合
に、該第１無線基地局から、該第２セルに対するハンドオーバを行うように指示するハン
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ドオーバ指示を受信した場合に、該ハンドオーバ指示に応じて、該第１セルから該第２セ
ルに対するハンドオーバを行い、該第１セルから該第２セルに対するハンドオーバが完了
した旨を通知するハンドオーバ完了報告を該第２無線基地局に送信するように構成されて
いるハンドオーバ処理部と、前記ハンドオーバ完了報告を送信した後、前記第２セルにお
ける報知情報を受信し、該報知情報から、少なくとも１つの移動通信システムにおいて前
記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されているグロ
ーバルセルＩＤ取得部と、取得した前記第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤ
を、前記位置情報管理サーバに対して通知するように構成されているグローバルセルＩＤ
通知部とを具備することを要旨とする。
【００２０】
　本発明の第１０の特徴は、位置情報管理サーバに対して位置情報を通知するように構成
されている移動局であって、前記位置情報管理サーバが、前記移動局の測位を開始する際
に、該移動局に対して、該移動局の位置情報を通知するように指示した場合に、該位置情
報管理サーバからの指示に応じて、該無線基地局から、少なくとも１つの移動通信システ
ムにおいて該セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成されてい
るグローバルセルＩＤ取得部と、前記位置情報管理サーバに対して、取得した前記セルを
一意に識別可能なグローバルセルＩＤを通知するように構成されているグローバルセルＩ
Ｄ通知部とを具備することを要旨とする。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおけるＸ２ハンドオーバ手順
を示すシーケンス図である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムにおけるＳ１ハンドオーバ手順
を示すシーケンス図である。
【図７】本発明の変更例１に係る移動局の機能ブロック図である。
【図８】本発明の変更例１に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図である。
【図９】本発明の変更例１に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図である。
【図１０】従来の移動通信システムの問題点を説明するための図である。
【図１１】従来の移動通信システムの問題点を説明するための図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図４を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００２３】
　本実施形態では、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式の移動通信
システムを例に挙げて説明するが、本発明は、かかる移動通信システム以外にも適用可能
である。
【００２４】
　図１に示すように、本実施形態では、ハンドオーバ元無線基地局（第１無線基地局）Ｓ
-ｅＮＢ配下の第１セル（ハンドオーバ元セル）を介して「Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ
ｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」用の通信を行っている移動局ＵＥが、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ
-ｅＮＢ配下の第１セルからハンドオーバ先無線基地局（第２無線基地局）Ｔ-ｅＮＢ配下
の第２セル（ハンドオーバ先セル）に対してハンドオーバ（Ｘ２ハンドオーバ、Ｉｎｔｅ
ｒ-ｅＮＢハンドオーバ）を行う場合の例について説明する。
【００２５】
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　図２に示すように、本実施形態に係る移動局ＵＥは、ハンドオーバ処理部１０と、グロ
ーバルセルＩＤ取得部１１と、グローバルセルＩＤ通知部１２とを具備している。
【００２６】
　ハンドオーバ処理部１０は、第１セルにおけるパイロット信号の受信品質及び第１セル
の周辺セル（例えば、第２セル）におけるパイロット信号の受信品質を測定するように構
成されている。
【００２７】
　ハンドオーバ処理部１０は、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢに対して、第１セル
及び第１セルの周辺セル（例えば、第２セル）におけるパイロット信号の受信品質の測定
結果を報告するように構成されている（図４の「２.　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐ
ｏｒｔｓ」）。
【００２８】
　ハンドオーバ処理部１０は、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢから、第２セルに対
するハンドオーバを行うように指示するハンドオーバ指示を受信した場合に、かかるハン
ドオーバ指示に応じて、第１セルから第２セルに対するハンドオーバ（例えば、Ｘ２ハン
ドオーバ）を行うように構成されている（図４の「７.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａ
ｎｄ」）。
【００２９】
　ハンドオーバ処理部１０は、第１セルから第２セルに対するハンドオーバが完了した旨
を通知するハンドオーバ完了報告を、ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢに送信するよ
うに構成されている（図４の「１１.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）。
【００３０】
　グローバルセルＩＤ取得部１１は、複数の移動通信システムにおいてハンドオーバ先無
線基地局配下の第２セルを一意に識別可能なグローバルセルＩＤを取得するように構成さ
れている。
【００３１】
　なお、１つの移動通信システム内で、同一の「セルＩＤ」が用いられる可能性があり、
例えば、グローバルセルＩＤは、「無線基地局ＩＤ」と「セルＩＤ（スクランブリングコ
ード）」とによって構成されているものであってもよい。
【００３２】
　また、共有ネットワークを考慮すると、異なる移動通信システム内で、同一の「無線基
地局ＩＤ」が用いられる可能性があるため、例えば、グローバルセルＩＤは、「ＰＬＭＮ
（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）-ＩＤ」と「無線基地局Ｉ
Ｄ」と「セルＩＤ（スクランブリングコード）とによって構成されていてもよい。
【００３３】
　具体的には、グローバルセルＩＤ取得部１１は、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢ
から受信したハンドオーバ指示（図４の「７.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」）
から、グローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよい。
【００３４】
　また、グローバルセルＩＤ取得部１１は、ハンドオーバ完了報告（図４の「１１.　Ｈ
ａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を受信したハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢに
よって通知されたグローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよい。
【００３５】
　また、グローバルセルＩＤ取得部１１は、第１セルにおけるパイロット信号の受信品質
よりも第２セルにおけるパイロット信号の受信品質が高い場合に、第２セルにおける報知
情報（ＢＣＣＨ：Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信し、か
かる報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよい。
【００３６】
　また、グローバルセルＩＤ取得部１１は、ハンドオーバ完了報告（図４の「１１.　Ｈ
ａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を送信した後、第２セルにおける報知情報を受信し
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、かかる報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよい
。
【００３７】
　グローバルセルＩＤ通知部１２は、ＳＵＰＬサーバ（位置情報管理サーバ）に対して、
グローバルセルＩＤ取得部１１によって取得されたグローバルセルＩＤを通知するように
構成されている。
【００３８】
　例えば、グローバルセルＩＤ通知部１２は、ＳＵＰＬサーバによって指定されたタイミ
ングで、かかるグローバルセルＩＤを通知するように構成されていてもよいし、かかるグ
ローバルセルＩＤを取得する度に、かかるグローバルセルＩＤを通知するように構成され
ていてもよい。
【００３９】
　図３に示すように、本実施形態に係る無線基地局ｅＮＢは、ハンドオーバ処理部２１と
、グローバルセルＩＤ通知部２２とを具備している。
【００４０】
　ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢのハンドオーバ処理部２１は、移動局ＵＥから受
信した測定結果（図４の「２.　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔｓ」）に応じて
、当該移動局ＵＥがハンドオーバを行うべきか否かについて判定するように構成されてい
る。
【００４１】
　ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢのハンドオーバ処理部２１は、当該移動局ＵＥが
ハンドオーバを行うべきであると判定した場合、その旨を指示するハンドオーバ指示（図
４の「７.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」）を、当該移動局ＵＥに対して送信す
るように構成されている。
【００４２】
　ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢのハンドオーバ処理部２１は、当該移動局ＵＥに
おいて第１セルから第２セルに対するハンドオーバが完了した旨を通知するハンドオーバ
完了報告（図４の「１１.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を受信するように構
成されている。
【００４３】
　グローバルセルＩＤ通知部２２は、当該移動局ＵＥに対して、ハンドオーバ先無線基地
局配下の第２セルのグローバルセルＩＤを通知するように構成されている。
【００４４】
　具体的には、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢのグローバルセルＩＤ通知部２２は
、第２セルのグローバルセルＩＤを、上述のハンドオーバ指示（図４の「７.　Ｈａｎｄ
ｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」）に含めて通知するように構成されていてもよい。
【００４５】
　また、ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢのグローバルセルＩＤ通知部２２は、ハン
ドオーバ完了報告（図４の「１１.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を受信した
後に、移動局ＵＥに対して、第２セルのグローバルセルＩＤを通知するように構成されて
いてもよい。
【００４６】
　また、ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢのグローバルセルＩＤ通知部２２は、第２
セルのグローバルセルＩＤを、第２セルにおける報知情報に含めて通知するように構成さ
れていてもよい。
【００４７】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、ハンドオー
バ指示（図４の「７.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」）から、グローバルセルＩ
Ｄを取得して、ＳＵＰＬサーバに対して通知するように構成されているため、移動局ＵＥ
の位置情報として、Ｘ２ハンドオーバが行われた後に当該移動局ＵＥが接続されている無
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線基地局ｅＮＢ配下のセルのグローバルセルＩＤを取得することができる。
【００４８】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、ハンドオー
バ完了報告（図４の「１１.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を送信した後に、
ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢによって通知されたグローバルセルＩＤを取得して
、ＳＵＰＬサーバに対して通知するように構成されているため、移動局ＵＥの位置情報と
して、Ｘ２ハンドオーバが行われた後に当該移動局ＵＥが接続されている無線基地局ｅＮ
Ｂ配下のセルのグローバルセルＩＤを取得することができる。
【００４９】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、第１セルに
おけるパイロット信号の受信品質よりも第２セルにおけるパイロット信号の受信品質が高
い場合に、第２セルにおける報知情報（ＢＣＣＨ：Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）からグローバルセルＩＤを取得して、ＳＵＰＬサーバに対して通知す
るように構成されているため、移動局ＵＥの位置情報として、Ｘ２ハンドオーバが行われ
た後に当該移動局ＵＥが接続されている無線基地局ｅＮＢ配下のセルのグローバルセルＩ
Ｄを取得することができる。
【００５０】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、ハンドオー
バ完了報告（図４の「１１.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を送信した後、第
２セルにおける報知情報を受信し、かかる報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得
して、ＳＵＰＬサーバに対して通知するように構成されているため、移動局ＵＥの位置情
報として、Ｘ２ハンドオーバが行われた後に当該移動局ＵＥが接続されている無線基地局
ｅＮＢ配下のセルのグローバルセルＩＤを取得することができる。
【００５１】
（本発明の第２の実施形態に係る移動通信システム）
　図５及び図６を参照して、本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。以下、本実施形態に係る移動通信システムについて、上述の第１の実施形態に係
る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００５２】
　図５に示すように、本実施形態では、ハンドオーバ元無線基地局（第１無線基地局）Ｓ
-ｅＮＢ配下の第１セル（ハンドオーバ元セル）を介して「Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ
ｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」用の通信を行っている移動局ＵＥが、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ
-ｅＮＢ配下の第１セルからハンドオーバ先無線基地局（第２無線基地局）Ｔ-ｅＮＢ配下
の第２セル（ハンドオーバ先セル）に対してハンドオーバ（Ｓ１ハンドオーバ、Ｉｎｔｅ
ｒ-ｅＮＢハンドオーバ）を行う場合の例について説明する。
【００５３】
　移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢ
から受信したハンドオーバ指示（図６の「１０.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」
）から、グローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよい。
【００５４】
　また、移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、ハンドオーバ完了報告（図６の
「１２.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を受信したハンドオーバ先無線基地局
Ｔ-ｅＮＢによって通知されたグローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよ
い。
【００５５】
　また、移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、ハンドオーバ完了報告（図６の
「１２.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を送信した後、第２セルにおける報知
情報を受信し、かかる報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得するように構成され
ていてもよい。
【００５６】
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　また、ハンドオーバ元無線基地局Ｓ-ｅＮＢのグローバルセルＩＤ通知部２２は、第２
セルのグローバルセルＩＤを、上述のハンドオーバ指示（図６の「１０.　Ｈａｎｄｏｖ
ｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」）に含めて通知するように構成されていてもよい。
【００５７】
　また、ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢのグローバルセルＩＤ通知部２２は、ハン
ドオーバ完了報告（図６の「１２.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を受信した
後に、移動局ＵＥに対して、第２セルのグローバルセルＩＤを通知するように構成されて
いてもよい。
【００５８】
　本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、ハンドオー
バ完了報告（図６の「１２.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を送信した後に、
ハンドオーバ先無線基地局Ｔ-ｅＮＢによって通知されたグローバルセルＩＤを取得して
、ＳＵＰＬサーバに対して通知するように構成されているため、移動局ＵＥの位置情報と
して、Ｓ１ハンドオーバが行われた後に当該移動局ＵＥが接続されている無線基地局ｅＮ
Ｂ配下のセルのグローバルセルＩＤを取得することができる。
【００５９】
　本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、ハンドオー
バ完了報告（図４の「１２.　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｎｆｉｒｍ」）を送信した後、第
２セルにおける報知情報を受信し、かかる報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得
して、ＳＵＰＬサーバに対して通知するように構成されているため、移動局ＵＥの位置情
報として、Ｓ１ハンドオーバが行われた後に当該移動局ＵＥが接続されている無線基地局
ｅＮＢ配下のセルのグローバルセルＩＤを取得することができる。
【００６０】
（変更例１）
　本発明の変更例１では、ＳＵＰＬサーバ（位置情報管理サーバ）が、移動局ＵＥの測位
を開始する際に、当該移動局ＵＥに対して、当該移動局ＵＥが接続されている無線基地局
ｅＮＢ配下のセルの位置情報を通知するように指示するように構成されている。
【００６１】
　移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、かかるＳＵＰＬサーバからの指示に応
じて、当該セルのグローバルセルＩＤを取得するように構成されている。
【００６２】
　具体的には、移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、かかるＳＵＰＬサーバか
らの指示に応じて、当該セルにおける報知情報を受信し、かかる報知情報に含まれる当該
セルのグローバルセルＩＤを取得するように構成されていてもよい。
【００６３】
　また、移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、かかるＳＵＰＬサーバからの指
示に応じて、当該無線基地局ｅＮＢに対して、当該セルのグローバルセルＩＤを送信する
ように要求することによって、当該セルのグローバルセルを取得するように構成されてい
てもよい。
【００６４】
　また、移動局ＵＥのグローバルセルＩＤ取得部１１は、かかるＳＵＰＬサーバからの指
示に応じて、移動局ＵＥ内のプロトコル間の通信、例えばＡＳレイヤとアプリケーション
レイヤの通信によって、ＵＥ内に保持した当該グローバルセルを取得するように構成され
ていてもよい。
【００６５】
　例えば、図７に示すように、変更例１に係る移動局ＵＥは、ＳＵＰＬアプリケーション
レイヤ機能部３１と、ＡＳレイヤ機能部３２とを具備している。
【００６６】
　ここで、移動局ＵＥが、Ｉｄｌｅ状態である場合、ＡＳ機能部３２は、最後に待ち受け
を行っていたセルのグローバルセルＩＤを保持している。



(13) JP 5328679 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

【００６７】
　また、移動局ＵＥが、Ａｃｔｉｖｅ状態である場合、ＡＳ機能部３２は、サービングセ
ルのグローバルセルＩＤを保持している。
【００６８】
　ここで、移動局ＵＥが、Ｉｄｌｅ状態からＡｃｔｉｖｅ状態に遷移する際に、サービン
グセルにおける報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得して保持するように構成さ
れている。
【００６９】
　また、移動局ＵＥが、ハンドオーバを行った場合には、ハンドオーバ先セルにおける報
知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得して保持するように構成されている。
【００７０】
　以下、図８及び図９を参照して、本変更例１に係る移動通信システムにおいて、ＳＵＰ
Ｌサーバが、移動局ＵＥの位置情報を取得する動作について説明する。
【００７１】
　第１に、図８を参照して、本変更例１に係る移動通信システムにおいて、ＳＵＰＬサー
バが、Ｉｄｌｅ状態の移動局ＵＥに対して位置情報を報告するように指示し、位置情報を
取得する動作について説明する。
【００７２】
　図８に示すように、ステップＳ１００１において、ＳＵＰＬサーバとＥＰＳ（Ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）との間で、位置情報取得手順を起動する。ここで
、ＥＰＳには、交換局ＭＭＥやゲートウェイ装置Ｓ-ＧＷ/Ｐ-ＧＷ等が含まれる。
【００７３】
　ステップＳ１００２において、ＥＰＳが、移動局ＵＥに対して、ページング信号を送信
する。
【００７４】
　移動局ＵＥは、ステップＳ１００３において、かかるページング信号に応じて、待ち受
けを行っているセルにおける報知情報を受信し、かかる報知情報に含まれるグローバルセ
ルＩＤを取得し、移動局ＵＥのＡＳレイヤ機能部３２に保持する。
【００７５】
　また、移動局ＵＥは、ステップ１００３において、待ち受けを行っているセルを管理す
る無線基地局との間で、ＲＲＣコネクションを確立し、ステップＳ１００４において、初
期コンテキスト設定手順（Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ）を含む「Ｉｄｌｅ　ｔｏ　Ａｃｔｉｖｅ手順」を行う。
【００７６】
　なお、ＳＵＰＬサーバは、「Ｄｅｆａｕｌｔ　ＰＤＮ（常時接続先外部ネットワーク）
」に存在してもよいし、「Ｄｅｆａｕｌｔ　ＰＤＮ」以外のＰＤＮ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａ
ｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）に存在してもよい。
【００７７】
　ここで、ＳＵＰＬサーバが、「Ｄｅｆａｕｌｔ　ＰＤＮ」以外のＰＤＮに存在している
場合には、移動局ＵＥは、ＳＵＰＬサーバが属しているＰＤＮに対してＳＵＰＬアプリケ
ーション用Ｕプレーンベアラを確立する。
【００７８】
　ステップＳ１００５において、ＳＵＰＬサーバは、ＳＵＰＬアプリケーション用Ｕプレ
ーンベアラを介して、移動局ＵＥに対して、移動局ＵＥの位置情報を通知するように要求
する位置情報要求を送信する。
【００７９】
　位置情報要求は、通知すべき移動局ＵＥの位置情報の種類（移動局ＵＥが接続されてい
る無線基地局ｅＮＢ配下のセルについてのグローバルセルＩＤ等）を指定し、ＳＵＰＬサ
ーバの識別情報を指定する。
【００８０】
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　移動局ＵＥのＳＵＰＬアプリケーションレイヤ機能部３１は、ステップＳ１００６にお
いて、移動局ＵＥのＡＳレイヤ機能部３２から、位置情報要求によって指定された移動局
ＵＥの位置情報（上述のグローバルセルＩＤ）を取得し、ステップＳ１００７において、
ＳＵＰＬサーバに対して、位置情報要求によって指定された移動局ＵＥの位置情報及びＳ
ＵＰＬサーバの識別情報を含む位置情報応答を送信する。
【００８１】
　ここで、移動局ＵＥの位置情報は、移動局ＵＥの位置にかかる緯度経度情報であっても
よい。
【００８２】
　第２に、図９を参照して、本変更例１に係る移動通信システムにおいて、ＳＵＰＬサー
バが、Ａｃｔｉｖｅ状態の移動局ＵＥに対して位置情報を報告するように指示し、位置情
報を取得する動作について説明する。
【００８３】
　図９に示すように、ステップＳ２０００において、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ配
下のセル（サービングセル）のグローバルセルＩＤを保持している。
【００８４】
ここで、移動局ＵＥは、Ａｃｔｉｖｅ状態にある場合、サービングセルの報知情報が変更
される度に、サービングセルからの報知情報変更表示を受信し、サービングセルの報知情
報を受信し、かかる報知情報に含まれるグローバルセルＩＤを取得し移動局ＵＥのＡＳレ
イヤ機能部３２に保持する。
【００８５】
　ステップＳ２００１において、ＳＵＰＬサーバとＥＰＳとの間で、位置情報取得手順を
起動する。
【００８６】
　ステップＳ２００２において、移動局ＵＥとＥＰＳとの間で、ＳＵＰＬアプリケーショ
ン用Ｕプレーンベアラ設定手順（Ｕ-ｐｌａｎｅ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｔｕｐ　Ｐｒｏｃ
ｅｄｕｒｅ）を起動する。
【００８７】
　ここで、ＳＵＰＬサーバとＵプレーンデータを送受信可能な状況にある場合には、ＳＵ
ＰＬアプリケーション用Ｕプレーンベアラ設定手順は不要となる。
【００８８】
　ステップＳ２００３において、ＳＵＰＬサーバは、ＳＵＰＬアプリケーション用Ｕプレ
ーンベアラを介して、移動局ＵＥに対して、移動局ＵＥの位置情報を通知するように要求
する位置情報要求を送信する。
【００８９】
　位置情報要求は、通知すべき移動局ＵＥの位置情報の種類（移動局ＵＥが接続されてい
る無線基地局ｅＮＢ配下のセルについてのグローバルセルＩＤ等）を指定し、ＳＵＰＬサ
ーバの識別情報を指定する。
【００９０】
　移動局ＵＥのＳＵＰＬアプリケーションレイヤ機能部３１は、ステップＳ２００４にお
いて、移動局ＵＥのＡＳレイヤ機能部３２から、位置情報要求によって指定された移動局
ＵＥの位置情報（上述のグローバルセルＩＤ）を取得し、ステップＳ２００５において、
ＳＵＰＬサーバに対して、位置情報要求によって指定された移動局ＵＥの位置情報及びＳ
ＵＰＬサーバの識別情報を含む位置情報応答を送信する。
【００９１】
　ここで、移動局ＵＥの位置情報は、移動局ＵＥの位置にかかる緯度経度情報であっても
よい。
【００９２】
（変更例２）
　上述の実施形態の例では、第１無線基地局Ｓ-ｅＮＢと第２無線基地局Ｔ-ｅＮＢとが異
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なる場合の例、すなわち、Ｉｎｔｅｒ-ｅＮＢハンドオーバが行われる場合の例について
説明したが、本発明は、かかる例に限定されるものではなく、第１無線基地局Ｓ-ｅＮＢ
と第２無線基地局Ｔ-ｅＮＢとが同じ場合の例、すなわち、Ｉｎｔｒａ-ｅＮＢハンドオー
バが行われる場合の例についても適用可能である。
【００９３】
　なお、上述の移動局ＵＥや無線基地局ｅＮＢや交換機ＭＭＥやサービングゲートウェイ
装置Ｓ-ＧＷの動作は、ハードウェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって
実行されるソフトウェアモジュールによって実施されてもよいし、両者の組み合わせによ
って実施されてもよい。
【００９４】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００９５】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動局ＵＥや無線基地局ＮｏｄｅＢや無線制御装置ＲＮＣ内に設けられて
いてもよい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントと
して移動局ＵＥや無線基地局ｅＮＢや交換機ＭＭＥやサービングゲートウェイ装置Ｓ-Ｇ
Ｗ内に設けられていてもよい。
【００９６】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【産業上の利用の可能性】
【００９７】
　以上説明したように、本発明によれば、移動局ＵＥの位置情報として、当該移動局ＵＥ
が現在接続されている無線基地局ｅＮＢ配下のセルのグローバルセルＩＤを取得すること
ができる位置情報取得方法及び移動局を提供することができる。
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